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資

料
韓
国
お
よ
び
中
華
人
民
共
和
国

の
国
籍
法

郷

田

正

萬

は

じ

め

に
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も
と
も

と
国

籍
法

は
公
法

で
か

つ
実
質
法

で
あ
り
、
伝

統
的

に
は
国

際
法
上

の
国

内
管
轄
事
項

と
さ
れ

て

い
た
の
で
、
国

籍

の
取
得

・

喪

失
な
ど

に

つ
い
て
は
、
各
国

の
立
法

が

一
致
し
て

い
な

い
の
が
現
実

で
あ

る
。

し
か
し
、
国

籍
法

は
、
国
際
私
法

と

の
関
連

で
は
、
特

に
身
分
法

問
題
に

つ
い
て
連
結

点
と
し

て
用

い
ら
れ

る
こ
と
が
多

い
し
、
ま

た

国
際

私
法

の
適

用

の
前

提
を
な
し

て

い
る
。

そ
う

い
う
理
由

な
ど
か
ら
、
国
籍
法

は
広

い
意

味

に
お
け
る
国

際
私
法

に
含

め
ら
れ

て
研
究

さ
れ

て

い
る

の
が
現
状

で
あ

る
。

と
こ
ろ

で
、
韓
国

の
国
籍

法
は
、

一
九
九
七
年

一
二
月

=
二
日
に
全
面
改

正
さ
れ
た

の
で
あ

り
、
法
律
第

五
四
三

一
号

と
し

て
公
布
さ

れ
、

そ

の
六

ヶ
月
後

に
施
行

さ
れ
た
。
そ

の
後
、

二
〇
〇

一
年

一
二
月

一
九

日
に
若
干

の
部
分
的
な
改

正
が
行
わ
れ
、

こ
れ
も

二
〇
〇

一

年

=

一月

一
九

日
、
第

六
五

二
三
号

と
し

て
公
布

さ
れ
、
公
布
と
共

に
施

行
さ
れ

た
。

こ
こ
で
は

一
九
九
七
年

の

一
二
月
、
全

面
的
に
改

正
さ
れ

た
国

籍
法
を
ま
ず
取
り
上
げ

て

い
る
が
、

そ
れ
は
全

文
二
〇
条

と
附
則
入
条

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て

い
る
。



332

隣
接
国
家

で
あ

り
な
が
ら
韓
国
法

の
研
究
資
料

が
少
な

い
状
況

の
な
か

で
、

日
本

に
お
け

る
韓
国
法

の
研
究

は

い
ま

だ
に
本
格
的

に
な

さ
れ
て
な

い
の
が
実
体

で
あ

る
。

以
下
、
韓
国

の
国

籍
法
を
原
文
通
り
訳

し
た

の
で
、
資
料

と
し

て
多

く

の
方

々
に
活
用

さ
れ
る

こ
と
を

期
待
す

る
。

神奈川法学第36巻 第3号2004年(998}

第

一
条

(目
的
)

こ
の
法

は
、
大
韓
民
国

の
国
民

に
な

る
要
件
を
定

め
る
こ
と
を
目
的

に
す
る
。

第

二
条

(出
生

に
よ

る
国
籍
取
得
)

①

つ
ぎ

の
各
号

の

一
に
該
当
す

る
者

は
出
生

と
同
時

に
大
韓
民
国

の
国
籍
を
取
得
す

る
。

一
、
出
生
当
時

に
父
ま
た
は
母
が
大
韓
民
国

の
国

民

で
あ
る
者
。

二
、
出
生
す

る
前

に
父
が
死
亡

し
た
時

に
は
、
そ

の
死
亡
し

た
当
時

に
父

が
大
韓
民
国

の
国

民

で
あ

っ
た
者
。

三
、

父
母
が
明
ら

か

で
な

い
時

ま
た

は
国

籍

が
な

い
時

に
は
、

大
韓
民
国

で
出
生
し

た
者

。

②

大
韓

民
国

で
発
見

さ
れ
た
捨

子
は
大
韓
民
国

で
出
生
し

た
も

の
と
推
定
す

る
。

第
三
条

(認
知

に
よ
る
国
籍

取
得
)

①

大
韓

民
国

の
国

民

で
な

い
者

(以
下
、
"
外
国

人
"
と
称
す

る
)
と
し

て
、
大
韓
民
国

の
国
民

で
あ

る
父
ま
た
は
母

に
よ

っ
て
認

知

さ
れ
た
者

が

つ
ぎ

の
各
号

の
要

件
を
備
え

た
時

に
は
、
法
務
長
官

に
申
告
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
韓

民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る

こ
と
が

で
き
る
。

一
、

大
韓
民
国

の
民
法

に
よ

っ
て
未
成
年

で
あ

る
こ
と
。

二
、

出
生
し

た
当
時

に
そ

の
父
ま

た
は
母

が
大
韓
民
国

の
国

民

で
あ

る

こ
と
。
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三
、
第

一
項

の
規
定

の
よ

る
申
告
手
続

き
、

そ

の
他

必
要
な
事

項
は
大
統
領
令

で
定

め
る
。

第

四
条

(帰
化

に
よ

る
国

籍
取
得
)

①

大
韓

民
国

の
国

籍
を
取
得
し

た
事
実

が
な

い
外
国

人
は
、
法
務
部
長
官

(法

務
大
臣
)

の
帰
化
許

可
を
得

て
大
韓
民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る
。

②

法
務
部

長
官

は
帰
化
許

可
を
申
請
し

た
者

に
対
し

て
は
、
第
五
条

乃
至
第
七
条

の
規
定

に
よ
る
帰
化
条
件

を
備

え
て

い
る

か
否

か
を
審
査

し
た
後
、

そ

の
要
件

を
備
え

た
者

に
限
り
、
帰
化
を
許
可
す

る
。

③

第

一
項

の
規
定

に
よ
り
帰
化
許

可
を
受
け
た
者

は
、
法
務
長
官

が
そ

の
許

可
を
し

た
時

に
は
、
大

韓
民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る
。

④

第

一
項

お
よ

び
第

二
項

の
規
定

に
よ
る
申

請
手
続

き
お
よ
び
審
査

な
ど

に
関

す

る
必
要
な
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め

る
。

第

五
条

(
一
般
帰
化

の
要
件
)

外
国

人
が

こ
の
帰

化
許
可
を
受
け

る
た
め
に
は
、
第

六
条

お
よ
び
第
七
条

に
規
定

さ
れ
た
場
合
を
除
き
、

つ
ぎ

の
各
号

の
要
件
を
備

え
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
、
五
年
以
上
継
続

し
て
、
大
韓

民
国

に
住
所

が
あ
る

こ
と
。

二
、
大
韓
民
国

の
民
法

に
よ

っ
て
成
年

で
あ

る

こ
と
。

三
、
品
行

が
端
正

で
あ

る
こ
と
。

四
、
自
分

の
財

産
や
技
能

に
よ
る
か
、
ま

た
は
生
計
を
同

一
に
す

る
家
族

に
依
存
し

て
生
計

を
維
持
す

る
能
力

が
あ

る

こ
と
。

五
、
国
語
能
力

お
よ
び
大
韓
民
国

の
風
習

に
対
す

る
理
解

な

ど
大
韓
民
国
国

民

と
し

て

の
素
養
を
備
え

て

い
る
こ
と
。

第

六
条

(簡

易
帰
化

の
要
件
)

①

つ
ぎ

の
各
号

の

一
に
該
当
す

る
外
国

人
と
し

て
、
大
韓
民
国

に
三
年

以
上
継
続

し

て
住
所

が
あ
る
者

は
、
第

五
条
第

一
項

の
要
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件
を
備
え
な
く

と
も
、
帰
化
許
可

を
受
け

る

こ
と
が

で
き
る
。

一
、

父
ま
た
は
母
が
大
韓

民
国

の
国

民

で
あ

っ
た
者
。

二
、

大
韓

民
国

で
出
生

し
た
も

の
で
父
ま
た

は
母

が
大
韓
民
国

で
出
生
し

た
者
。

三
、
大
韓
民
国

国
民

の
養

子

で
、
入
養

の
当
時
、
大
韓
民
国

の
民
法

に
よ

っ
て
成
年

で
あ

っ
た
者
。

②

配
偶
者

が
大
韓
民
国

の
国
民

で
あ

る
外
国

人
と
し

て
、

つ
ぎ

の
各

号

の

一
に
該
当
す

る
者

は
、
第

五
条

第

一
項

の
要
件
を
備

え

な
く

と
も
、
帰
化
許
可

を
受
け

る

こ
と
が

で
き
る
。

一
、

そ

の
配
偶
者

と
婚
姻

し

た
状
態

で
大
韓

民
国

に
二
年
以
上
継
続
し

て
住
所

が
あ

る
も

の
。

二
、

そ

の
配
偶
者

と
婚
姻
し

た
後
、
三
年

が
経
過
し
婚
姻
し

た
状
態

で
大
韓
民
国

に

一
年
以
上
継
続
し

て
住
所

が
あ
る
者
。

第
七
条

(特

別
帰
化

の
要
件
)

①

つ
ぎ

の
各
号

の

一
に
該
当
す

る
外
国

人
と
し
て
、
大
韓
民
国

に
住
所

が
あ

る
者

は
第
五
条

一
項

.第

二
項

お
よ

び
第
四
項

の
要
件

を
備
え
な
く

と
も
、
帰
化
許

可
を
受
け

る

こ
と
が

で
き
る
。

一
、

父
ま

た
は
母
が
大
韓

民
国

の
国

民

で
あ

る
者
。

但
し
、
養

子

と
し

て
大
韓
民
国

の
民
法
上
、
成
年

に
な

っ
た
後

入
養

さ
れ

た

者

を
除

く
。

二
、
大
韓

民
国

に
特
別
な
功
労

が
あ

る
者

。

②

法
務
部
長
官

が
第

一
項
第

二
号

に
該
当
す

る
者

に
帰
化
を
許

可
を
し
よ
う

と
す

る
時

に
は
、

大
統
領

の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

第
八
条

(随
伴
取
得
)

①

外
国

人

の
子
と
し
て
、
大
韓

民
国

の
民
法

に
よ

っ
て
未
成
年

で
あ

る
者

は
そ

の
父
ま

た
は
母

が
帰
化
許
可

を
申
請
す

る
時

に
、
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国
籍

取
得
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ

っ
て
国
籍
取
得
申
請

を
し
た
者

は
、
そ

の
父
ま

た
は
母

に
対
し

て
法
務
部
長
官

が
帰
化
を
許
可

し
た
時

に
、

供

に
大
韓
民
国

の
国

籍
を
取
得
す

る
。

③

第

一
項

の
規
定

に
よ

る
申
請
手
続
き
、
そ

の
他
必
要
な
事

項
は
大
統
領
令

で
定

め

る
。

第

九
条

(国
籍

回
復

に
よ

る
国

籍
取
得
)

①

大
韓

民
国

の
国

民

だ

っ
た
外
国
人

は
法
務
部
長
官

の
国
籍
許

可
を
得

て
、

大
韓

民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る

こ
と

が
で
き
る
。

②

法
務
部

長
官

は
国

籍
回
復
許
可
を
申
請
し

た
者

に
対
し

て
審
査

し
た
後
、

つ
ぎ

の
各

号

の

一
に
該
当
す

る
者

に
対

し

て
は
、
国

籍

回
復
許

可
を
し
な

い
。

一
、
国
家

ま
た

は
社
会

の
た
め

に
危
害
を
及

ぼ
し

た
者

二
、

品
行

が
端

整

で
な

い
者

三
、
兵
役

を
忌
避
す

る
目
的

で
、
大
韓
民
国

の
国

籍
を
喪
失
し

た
か
、
ま

た
は
離
脱

し
た
者
。

四
、
国
家
安
全
保
障

・秩
序

維
持
ま

た
は
公
共
福
利

の
た
め

に
法
務
部

長
官

が
国

籍

回
復

を
許
可
す

る

こ
と
が
不

適
当

で
あ

る
と

認

め
る
者
。

③

第

一
項

の
規
定

に
よ

っ
て
、
国
籍

回
復
許

可
を
受
け

た
者

は
、
法
務
部

長
官

が
そ

の
許
可
を
し

た
時

に
、
そ

の
国

籍

を
取
得
す

る
。

④

第

一
項
お
よ
び
第

二
項

の
規
定

に
よ

る
申
請
手
続
き

お
よ
び
審
査
な

ど
に
関

し

て
、
必
要
な
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め
る
。

⑤

第

入
条

の
規
定

は
、
国
籍

回
復
許
可

の
場
合

に
、

こ
れ
を
準
用
す

る
。

第

一
〇
条

(国
籍
取
得
者

の
外
国
国
籍
放

棄
義

務
)
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①

人
韓
民
国

の
国
籍
を
取
得
す

る
外
国

人
と
し

て
外
国
国
籍

を
持

っ
て

い
る
者

は
大
韓

民
国
国
籍

を
取

得
し

た
日
か
ら
六

ヶ
月
以

内

に
、
そ

の
外
国
国
籍
を
放
棄

し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い

②

第

一
項

の
規
定
を
履
行

し
な

い
者

は
、

そ

の
期
間

が
経

過
し

た
時

に
は
、
大
韓

民
国

の
国

籍
を
喪
失
す

る
。
但
し
、

本
人

の
意

思

に
も
拘
ら
ず
、
第

↓
項

の
規
定

を
履
行

し
難

い
者

と
し
て
大
統
領

が
定

め
る
事

由

に
該
当
す

る
者

は
、
そ

の
限
り

で
は
な

い
。

第

=

条

(国
籍

の
再
取
得
)

①

第

一
〇
条
第

二
項

の
規
定

に
よ

っ
て
、
大
韓
民
国

の
国

籍
を
喪

失
し

た
者

が
、

そ

の
後

一
年
以
内

に
、

そ

の
外
国
国
籍
を
放

棄

し
た
時

に
は
、
法
務

部
長
官

に
申
告
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
韓

民
国

の
国
籍
を
再
取
得
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ

っ
て
申
告
し

た
者

は
、
そ

の
申
告
を
し

た
時

に
大
韓
民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る
。

③

第

一
項

の
規
定

に
よ

る
申
告
手
続

き
、

そ

の
他
必
要
な
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め
る
。

第

一
二
条

(二
重
国
籍
者

の
国
籍
選
択
義
務
)

①

出
生
、
そ

の
他
、

こ
の
法

の
規
定

に
よ

っ
て
、
満

二
〇
才

に
な
る
前

に
大
韓

民
国
国
籍

と
外
国
国
籍

を

と
も

に
持

つ
よ
う

に
な

る
者

(以
下
、
"
二
重
国

籍
者
"
と
称
す

る
)
は
、
満

二
二
才

に
な
る
前

に
、
満

二
〇
才

に
な

っ
た
後

に
二
重
国
籍
者

に
な

っ
た
者

は
そ

の
時

か
ら

二
年
内

に
第

一
三
条

お
よ
び

一
四
条

の
規
定

に
よ

っ
て
、

一
つ
の
国

籍
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③

第

一
項

の
規
定

に
よ

っ
て
国
籍

を
選
択

し
な

い
者

は
、

そ

の
期
間

が
経
過
し
た
時

に
は
人
韓
民
国

の
国
籍
を
喪
失
す

る
。

第

=
二
条

(大
韓
民
国
国
籍

の
選
択
手
続

き
)

①

二
重
国
籍
者

と
し

て
大
韓

民
国

の
国
籍

を
選
択
し
よ
う

と
す

る
者

は
、
第

一
二
条

第

一
項

に
規
定
さ

れ
た
期
間
内

に
、
外
国
国

籍

を
放
棄
し

た
後
、
法
務
部

長
官

に
大
韓

民
国

の
国
籍

を
選
択

す

る
意
思
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ

る
申
告

の
受
理
要

件
、
申
告
手
続

き
、

そ

の
他
必
要
な
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め
る
。
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第

一
四
条

(大
韓
民
国
国
籍
離
脱

手
続

き
)

①

二
重
国
籍
者

で
外
国
国
籍

を
選
択

し
よ
う

と
す

る
者

は
、
第

一
二
条

第

一
項

に
規
定

さ
れ

た
期
間
内

に
、
法
務
部
長
官

に
大
韓

民
国

の
国
籍
を
離
脱
し

た

い
と

い
う
意
思

を
申
告
す

る

こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
同
条

項
但
書

に
規
定

さ
れ

た
者

は
そ

の
事
由

が

消
滅
し
た
後
申
告
す

る
こ
と
が
で
き

る
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ

っ
て
国
籍
離
脱
申
告
を
し

た
者

は
、

そ

の
申
告

を
し
た
時

に
大
韓

民
国

の
国
籍

を
喪

失
す

る
。

③

第

一
項

の
規
定

に
よ
る
申
告
手
続
き
、
そ

の
他
必
要
な
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め
る
。

第

一
五
条

(外
国
国
籍
収
得

に
よ

る
国

籍
喪
失
)

①

大
韓
民
国
国
民

と
し
て
自

ら
外
国
国
籍

を
取
得

し
た
者

は
、
そ

の
外
国
国
籍

を
取
得

し
た
時

に
大
韓
民
国

の
国
籍

を
喪

失
す

る
。

②

大
韓
民
国

の
国
民

と
し

て
、

つ
ぎ

の
各
号

一
に
該

当
す

る
者

は
、
そ

の
外
国
国

籍
を
取
得
し

た
時
か
ら
六

ヶ
月
以
内

に
法
務
部

長
官

に
、
大
韓
民
国

国
籍
を
保
有
す

る
意
思

が
あ

る

こ
と
を
申
告

し
な
け
れ
ば
、

そ

の
外
国
国
籍

を
取
得

し
た
時

に
遡
及
し

て
大

韓

民
国

の
国
籍

を
喪
失
す

る
。

一
、
外
国
人

と

の
婚
姻

に
よ

っ
て
、
そ

の
配
偶
者

の
国
籍

を
取
得
し

た
者
。

二
、
外
国
人

に
入
養

さ
れ
、

そ

の
養

父
ま
た
は
養

母

の
国
籍

を
取
得

し
た
者

。

三
、
外
国

入

で
あ

る
父
ま

た
は
母

に
認
知

さ
れ
、

そ

の
父
ま

た
は
母

の
国
籍

を
取
得

し
た
者
。

四
、
外
国
国
籍

を
収
得

し
、
大
韓
民
国

の
国
籍

を
喪
失
す

る
よ
う

に
な

っ
た
配
偶

者
、
ま
た
は
未
成
年
者

で
そ

の
外
国

の
法

に
よ

っ

て
、
供

に
そ

の
外
国
国
籍

を
取
得

し
た
者

。

③

外
国
国
籍

を
取
得
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
大
韓
民
国
国

籍
を
喪
失
す

る
よ
う
な

っ
た
者

に
対
し
、
そ

の
国

籍
取
得

日
を
分

か
ら
な

い
時

に
は
、
そ

の
人

が
使
用
す

る
外
国
旅
券

の
最
初

の
発
給

日

に
、

そ

の
外
国
国
籍

を
取
得
し
た
も

の
と
推
定
す

る
。
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④

第

二
項

の
規
定

に
よ

る
申
告
手
続

き
、

そ

の
他
必
要

な
事
項

は
大
統
領
令

で
定
め
る
。

第

一
六
条

(国
籍
喪
失
者

の
処
理
)

①

大
韓

民
国

の
国

籍
を
喪

失
し

た
者

(第

一
四
条

の
規
定

に
よ

る
国
籍
離
脱

の
申
告
を
し

た
者

は
除
く
)

は
法
務

部
長
官

に
国
籍

喪
失

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②

公
務
員

が
そ

の
職
務
上
、
大
韓
民
国

の
国
籍
を
喪
失

し
た
者
を
発

見
し

た
時

に
は
、

遅
滞

な
く
、
法
務
部
長
官

に
国
籍
喪
失

の

通
報
を

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

③

法
務
部

長
官

は
そ

の
職
務
上
、

大
韓

民
国

の
国
籍

を
喪
失
し

た
者

を
発
見
し

た
り
、
第

一
項

お
よ
び
第

二
項

の
規
定

に
よ

っ
て

国
籍
喪

失

の
申
告
ま

た
は
通
報
を
受
け

た
時

に
は
、
戸
籍
官
署

お
よ
び
住

民
登
録
官
署

に
通
報

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

④

第

↓
項

乃
至
第
三
項

の
規
定

に
よ

る
申
告

お
よ

び
通
報
手
続

き
、

そ

の
他

必
要
な
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め

る
。

第

一
七
条

(官
報
告
示
)

①

法
務
部
長
官

は
大
韓
民
国
国
籍
取
得

と
喪
失

に
関
す

る
事

項

が
発
生

し
た
時

に
は
、

そ

の
旨
を
官
報

に
告
示

し
な
け

れ
ば
な

ら

な

い
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ

っ
て
、
官

報

に
告
示
す

る
事
項

は
大
統
領
令

で
定

め
る
。

第

一
八
条

(国
籍

喪
失
者

の
権

利
変

動
)

①

大
韓
民
国

の
国
籍
を
喪
失
し

た
者

は
国
籍
を
喪
失
し

た
時

か
ら
大
韓

民
国

の
国

民
だ
け

が
享
有

で
き

る
権

利
を
有
す

る

こ
と
が

で
き
な

い
。

②

第

一
項

に
規
定

さ
れ
た
権
利

の
な
か

で
、
大
韓

民
国

の
国
民

で
あ

っ
た
時

に
取
得
し

た
も

の
で
譲
渡
可
能
な
も

の
は
、

そ

の
権

利

と
関
連

し
た
法
令

が
別
途
定

め
た
と

こ
ろ
が
な

い
限
り
、
三

年
以
内

に
大
韓
民
国

の
国

民

に
譲
渡
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
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第

一
九
条

(法
定
代

理
人
が
行

な
う

申
告
等
)

こ
の
法

に
規
定

さ
れ
た
申

請
ま
た
は
申
告
と
関
連
し

て
、

そ

の
申
請
ま

た
は
申
告
を
し

よ
う

と
す

る
者

が

一
五
才
未

満
人

で
あ

る
時

に
は
、
法
定
代
理

人
が

こ
れ
を
代
行
す

る
。

第

二
〇
条

(国
籍
判
定
)

①

法
務
部
長
官

は
、
大
韓
民
国
国
籍
取
得

ま
た
は
保
有

如
何

が
明
ら

か
で
な

い
者

に
対
し

て
、

こ
れ
を
審
査
し

た
後
、

判
定
す

る

こ
と

が
で
き

る
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ

る
審
査

お
よ

び
判
定
手
続

き
、
そ

の
他

必
要
な
事

項
は
大
統
領
令

で
定

め
る
。

附
則

(第

五
四
三

一
号

、

一
九
九
七

∴

二

∴

三
)

第

一
条

(施
行
時

期
)

こ

の
法

は
、

公
布

し
た
後

六

ヶ
月

が
経
過
し

た
日
か
ら
施

行
す

る
。

第
二
条

(帰
化
許

可
申
請
等

に
関
す

る
経
過
措

置
)

こ
の
法

の
施

行
前

の
、
従
来

の
規
定

に
よ

っ
て
帰
化
許
可

・国

籍
回
復
許
可

お
よ

び
国
籍
離
脱
許
可
を
申
請
し

た
者

に
対
し

て
は
、
従
来

の

規
定

を
適

用
す
る
。

第
三
条

(国
籍

の
回
復

お
よ
び
再
取
得

に
関
す

る
経
過
措
置
)

①

第
九
条

の
改

正
規
定

は

こ
の
法
施

行
前

に
大
韓
民
国

の
国

籍
を
喪
失
し

た
か
ま

た
は
離
脱
し

た
者

が
、
大
韓
民
国

の
国
籍
を
回

復
す

る
手
続
き

に
関

し
て
も

こ
れ
を
適

用
す

る
。

②

第

=

条

の
改

正
規
定

は
第

一
項

に
規
定

さ
れ
た
者

の
な

か
で
、

大
韓
民
国

の
国

籍
を
取
得
し

た
後
六

ヶ
月
以
内

に
外
国
国
籍
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を
放
棄
し

な

い
こ
と
に
よ

っ
て
、
大
韓

民
国

の
国
籍

を
喪

失
し

た
者

に
対
し

て
も

こ
れ
を
適
用
す

る
。

第

四
条

(国
籍
取
得
者

の
外
国
国
籍

放
棄
義

務

に
関
す

る
経
過
措
置
)

第

一
〇
条

の
改
正
規
定

は
こ
の
法
施

行
前

に
大
韓
民
国

の
国
籍
を

取
得

し
、

そ

の
時

か
ら

こ
の
法

の
施
行

日
ま

で
六

ヶ
月

が
経
過
し

な

い
者

に
対

し

て
も
、

こ
れ
を
適
用
す

る
。

第
五
条

(二
重
国

籍
者

の
国
籍
選
択
義
務

お
よ

び
手
続
き

に
関
す

る
経

過
措
置
)

第

一
二
条

乃
至
第

一
四
条

の
改

正
規
定

は
、

こ
の
法
施
行
前

に
大

韓
民
国

の
国
籍

と
外
国
国
籍

を
供

に
持

つ
よ
う

に
な

っ
た
者

(既

に
国
籍
離
脱
許
可

を
受

け
た
者

を
除
き
)

に
対

し
て
も

こ
れ
を
適

用
す

る
。
但
し
、

こ
の
法

の
施

行

日
現
在
、
満

二
〇
才

以
上

で
あ

る
者

は

こ
の
法

の
施

行
日
を
第

一
二
条
第

一
項

に
規
定

さ
れ

た
国

籍
選
択
期
間

の
起
算

日
と
見
な
す
。

第

六
条

(国
籍

喪
失
者

の
処
理

お
よ

び
権

利
変
動

に
関
す

る
経
過
措
置

)

第

一
六
条

お
よ

び
第

}
入
条

の
改
正
規
定

は
こ

の
法
施
行
前

に
、

大
韓

民
国

の
国
籍
を
喪
失
し

た
者

に
対
し

て
も
、

こ
れ
を
適
用
す

る
。

第
七
条

(父
母
両
系
血
統
主
義
採
択

に
伴
う

母
系
出
生
者

に
対
す

る
国

籍
取
得

の
特
例
)

①

一
九
七
八
年

六
月

一
四
日
か
ら

一
九

九
入
年

六
月

二
二
日
ま

で

の
間

に
大
韓
民
国

の
国

民
を
母

と
し

て
出
生
し

た
者

で
、

つ
ぎ

の
各
号

に
該
当
す

る
者

は
二
〇
〇
四
年

一
二
月

三

一
日
ま

で
、
大
統
領

が
定

め
る
と
こ
ろ

に
よ

っ
て
、
法
務
部
長
官

に
申

告
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
大
韓

民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る

こ
と

が
で
き

る
。

(改
正
二
〇
〇

一
年

一
二
月

一
九

日
)

]
、

母
が
現
在
大
韓

民
国

の
国

民

で
あ
る
者
。

二
、

母

が
死
亡
し

た
時

に
は
、
そ

の
死
亡
当
時

に
母

が
大
韓
民
国

の
国
民

で
あ

っ
た
者
。

②

第

一
項

の
規
定

に
よ
る
申
告

は
、
国
籍
を
取
得
し
よ
う

と
す

る
者

が

一
五
才
未
満

で
あ

る
時

に
は
法
定

代
理
人

に
代
わ

っ
て
こ
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れ
を
代
行
す

る
。

(改
正
二
〇
〇

一
年

一
二

⊥

九
)

③

天
災
地
変
、

そ

の
他
不

可
抗
力
的
事

由

に
起

因
し

て
、
第

一
項

に
規
定

さ
れ

た
期
間
内

に
申
告

が
で
き
な

か

っ
た
者

は
、

そ

の

事
由

が
消
滅
し

た
時

か
ら
三

ヶ
月

以
内

に
法
務
部

長
官

に
申

告
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
大
韓
民
国

の
国
籍
を
取
得
す

る

こ
と
が

で

き

る
。

④

第

一
項
ま

た
は
第
三
項

の
規
定

に
よ

っ
て
申
告

し
た
者

は
、

そ

の
申
告

を
し
た
時

に
大
韓

民
国

の
国
籍

を
取
得
す

る
。

第

入
条

(他

の
法
律

の
改
正
)

民
法
中

に

つ
ぎ

の
よ
う

に
改
正
す

る
。

第

七
入

一
条
第

一
項

の
但
書

は
、

つ
ぎ

の
よ
う

に
新
設
す

る
。

但

し
、

父
が
外
国

人

で
あ

る
時

に
は
、
母

の
性
と
本
貫

に
従
う

こ
と

が
で
き
、
母
家

に
入
籍
す

る
。

附
則

(第

六
五

二
三
号
、

二
〇
〇

一
年

一
二
月

一
九
日
)

こ
の
法
は
公
布
す

る
日
か
ら
施
行
す

る
。
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